
 

平成 30 年度 つくば市社会福祉協議会 事業計画 
 

＜基本方針＞ 

 

今日、地域においては、加速化する少子高齢化、生活困窮世帯の増加、所得格

差による日常生活への影響等により様々な課題が浮き彫りとなり、その解決にあ

たっては、既存の制度だけでなく、地域住民同士の共助による重要性が高まって

います。 

国においては、このような社会状況を踏まえ、可能な限り住み慣れた地域で、

自分らしい暮らしを続けることを可能とする地域包括ケアシステムの構築や、生

活困窮者自立支援制度等が進められており、いずれも地域をキーワードとした福

祉活動の新たな展開が求められております。 

 一方、昨年度施行された社会福祉法人制度改革においては、これまで以上に法

人経営におけるガバナンスや財務規律の強化、事業運営の透明性の向上を図るこ

ととされている他、新たに地域における公益的な取り組みも責務とされ、社会福

祉法人として他の主体では困難な福祉ニーズへの対応が不可欠とされております。 

 このような中、本会は、地域福祉推進に向けての行動計画である第３次地域福

祉活動計画を着実に進め、「地域見守りネットワーク事業」により、地域住民が普

段の生活の中で見守り、助けあう活動をさらに推進するとともに、地域福祉に関

わる活動主体との連携を一層強化し、住民福祉活動の更なる充実、活性化に取り

組みます。また、昨年度から実施している「茎崎地域包括支援センター事業」と

「子どもの学習支援事業」、今年度は、つくば市から新たに「生活支援サポーター

養成講座事業」と「成年後見制度推進事業」の受託を予定し、地域の課題やニー

ズを踏まえて適切な事業の実施に努めてまいります。 

 組織体制の整備においては、事務局組織を３室に改編し、係制を導入すること

により、機動力を発揮できる体制とし、併せて職務の職並びに給与制度の見直し

を行い、運営基盤の強化を進めてまいります。これからも、地域福祉を推進する

本会の組織力を活かし、地域福祉の中心的担い手としての役割を果たしてまいり

ます。 
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■事業区分：社会福祉事業 ■拠点区分：社会福祉事業 

■サービス区分：法人運営事業                    
  平成２９年度から改正社会福祉法が全面施行され、理事会及び評議員会の権

限・責任の明確化、事業運営の透明性、財務規律の強化などの社会福祉法人制

度改革に対応し、公益性の高い法人運営を行う。 
 

１ 法人運営事業 

事業名等 内容 備考 

(1)理事会・ 

評議員会の

開催 

改正法により理事や監事の権限や責

任の明確化を図り、評議員会は、理事

等を牽制監督する役割を担い、法人運

営の基本ルールや決算の承認などの最

終決定を行う議決機関となる。 

ア．理事会の開催 

イ．評議員会の開催 

ウ．会長及び業務執行 

理事の職務執行状況 

報告 

   

(2)監査の実施 

  情報公開 

事業の健全経営や透明性を図るた

め、監事による監査を実施する。改正

法により実施された、全国一律書式に

よる電子開示システムにより、法人の

役員体制、財政状況を公表する。 

ア．決算監査の実施 

イ．上半期監査の実施 

ウ．電子開示システムに

よる公表 

(3)評議員選任・ 

解任委員会の開催 

評議員の選任及び解任について審議

を行い、決議する。 

 

 

２ 管理運営事業 

事業名等 内容 備考 

(1)財務管理及

び労務管理 

財務管理、労務管理など社協組織の

適正な経営管理を行い、コスト意識の

徹底と効率的な事業推進を図るととも

に、研修等への参加を通じて職員の資

質向上を図っていく。 

ア．各種財源確保・運用 

イ．各種法令に基づく諸

規程の整備・改正 

ウ．人 事 評 価 の 実 施 

エ．職員研修への参加 

 

３ 寄付配分事業 

事業名等 内容 備考 

(1)寄付配分事

業 

市民から寄せられる寄付金品等の有

効かつ適正な運用を図る。 

寄付金品の受入・管理、

広報業務 

 

４ 企画広報事業 

事業名等 内容 備考 

(1)広報紙の発 

行 

 

 地域福祉に関する普及・啓発をする

ために、「社協通信つくば」を発行し、

情報提供を行う。 

・1 回／5 万部発行 

ア．年３回発行ああああ  

イ．区会加入世帯の全戸

配布 

ウ．視覚障害者の希望者



・市区会連合会と委託契約を締結し、

配布を行う。 

へ音訳（朗読）版・点

字版の提供 

事業名等 内容 備考 

（2）会長顕彰式

の開催 

3 年ごとに開催される「第 12 回つく

ば市社協会長顕彰式」を開催し、社会

福祉事業の功労者に対して顕彰を行

う。 

7 月上旬開催予定 

「シルバークラブ大会」

と共催 

（3）ホームペー

ジによる情報

提供 

 ホームページにより最新情報を迅速

に、かつ多様な市民に情報提供を行う。 

 また、ホームページのリニューアル

を予定している。 

本会の最新情報を随時

更新し、情報を発信す

る。 

（4）第３次地域

福祉活動計画

の推進 

 平成 29 年度から平成 33 年度までの

５年間の計画について、計画の推進を

行う。 

進捗管理・評価 

（5）マスコット

キャラクターの活用 

 本会マスコットキャラクター「つく

ちゃん」を活用し、本会のＰＲを行う。 

キャラクターの活用 

 

 

５ 会員募集事業 

事業名等 内容 備考 

（1）会員募集事

業 

住民主体の理念に基づき、地域福祉

の推進と事業の自主性を高めるため

に、社協事業の啓発や本会活動の周知

を行い、会員の加入促進を図る。 

一般会員は区会・自治会

名、また特別会員名を、

「社協通信つくば」で報

告する。 

一般会員の募集 会費（年額）500 円（世帯） 

市区会連合会と委託契約を締結し、会員を募集する。 

特別会員の募集 個人会員（年額）03,000 円以上 

団体会員（年額）10,000 円以上 

理事・評議員・地域福祉活動推進委員の協力を得て協賛依頼先

を訪問して、会員を募集する。 

賛助会員の募集 個人会員（年額）01,000 円以上 

団体会員（年額）10,000 円以上 

 

６ その他 

事業名等 内容 備考 

（1）実習生等の

受入 

社会福祉士等をめざす学生に、人材

育成の一環として実習の場を提供す

る。 

ア．実習カリキュラムの作成 

イ．社会福祉士養成は、

180時間以上の実習 

（2）他団体が主

催する会議等

への役職員の

派遣 

関係機関の主催する各種委員会へ役

職員を派遣し、他団体との連携を図る。 

多様なネットワークを

形成する。 



（3）後援名義使

用の許可 

関係団体が主催する、社会福祉を目

的とする各種事業を広く市民に周知す

るために後援等を行う。 

 

■サービス区分：地域福祉事業                    
  地域の福祉課題に対し、地域住民や保健・医療・福祉関係者などが連携して

解決にあたり、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる地域づく

りを目指して各種事業を展開する。 

 

１ 地域福祉ふれあい推進事業 

事業名等 内容 備考 

（1）地域活動推

進事業 

 地域の支えあい活動や助けあい活動

の大切さを伝え、地域の担い手を育

成・支援する。 

ア．地域支えあい活動ボ

ランティアの育成・支

援 

イ．地域福祉活動推進委

員研修会の開催 

ウ．地域福祉出前講座の

開催 

（2）支部活動推

進事業 

 市民対応窓口及び支部活動の効率化

のため、支所を設置する。 

 支部担当職員を「地域活動コーディ

ネーター」とし、各地域に応じた取組

みの推進及び支援を行う。 

担当支部 配置 

筑波支部・谷田部支部 本 部 

大穂支部・豊里支部 

桜支部 
中央支所 

茎崎支部 南 支 所 
 

ア．茎崎ボランティア連

絡会・茎崎ボランティ

アふれあい交流会等

の開催（茎崎支部） 

イ．「さくらまつり」（市

民研修センターと共

催・筑波支部） 

（3）小地域福祉

活動の推進 

 各支部圏域や学校区、区会・自治会

等で地域の支えあい活動や助けあい活

動を推進するために、モデルとなる地

域活動の推進を図るとともに、地域住

民による自主的な地域活動を育成・支

援する。 

ア．「地域見守りネットワーク事業」の

推進（P.10：詳細掲載） 

イ．「ふれあい型食事サービス」の実施 

ウ．「ふれあいサロン」の活動支援及び

助成金の交付 

エ．支部合同会議の開催 

ア．ふれあい型食事サー

ビス事業をボランテ

ィアや民生委員の協

力を得て実施する。 

夏期は、弁当以外の

飲食物を活用し、毎月

実施する。 

イ．「ふれあいサロンボ

ランティア情報交換

会」を開催し、活動の

充実や活性化を図る。 

 

 

 



 

 

 

２ まつりつくば「ふれあい広場」の運営 

事業名等 内容 備考 

（1）まつりつく

ば 2018「ふれ

あい広場」の運

営 

 市内の福祉団体等の活動を紹介し、

市民の福祉への関心と理解を深めるた

めに、「まつりつくば 2018」に参加し、

高齢者や障害者、子どもたちそれぞれ

が主役になる「ふれあい広場」部会の

運営を行う。 

 事業費としては、共同募金配分金の

他、市助成金を活用して実施する。 

ア．中央公園広場を会場

に、まつりつくば開催

期間中の 2 日間、参加

団体の制作物販売、模

擬店等を実施する。 

イ．ランプアートコンサ

ートの実施 

 

３ 日常生活自立支援事業（茨城県社協受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）日常生活自

立支援事業 

 認知症高齢者や知的障害・精神障害

等で、判断能力が不十分な方を対象に、

専門員や生活支援員により、利用者が

自立した地域生活が送れるよう支援する。 

ア．福祉サービスの利用手続きや日常

生活の金銭管理などの援助 

イ．通帳や証書などの書類等の預かり

サービス 

利用については、県社協

及び本会と契約締結を

要する。  

ア．利用料 

1,100 円（1 時間） 

イ．利用料 

500 円（1 ヶ月） 

（生活保護受給者は免除） 

 

■サービス区分：高齢福祉事業                    
   本会独自の建物である「老人福祉センターとよさと」（老人福祉センターＢ型）

の管理運営及び地域住民を対象としたイベントの開催。 

 

１ 老人福祉センターとよさとの管理運営 

事業名等 内容 備考 

（1）「老人福祉

センターとよ

さと」管理運

営業務 

社協独自の建物である「老人福祉セ

ンターとよさと」は、高齢者からの各

種相談に応じる他、社協中央支所の拠

点として、社協事業やシルバークラブ

への支援等を行う。 

また、ホールや和室は、高齢者団体

やボランティア団体等の福祉関係団体

活動を支援するために貸出し、有効活

用を図るとともに、地域に開かれた施

設運営を目指していく。 

団体専用使用料金 

ホール:1 時間 1,000 円 

和 室:1 時間  300 円 

※減免制度あり 

（2）「とよさと 豊里地区を中心に、地域の福祉団体 ア．実行委員会の開催 

イ．関係団体によるイベ



子 ど も ま つ

り」の開催 

や施設等との協働で実施し、子どもた

ちやその家族が楽しめるまつりを開催

する。 

ントを実施し、模擬店

などを出店する。 

■サービス区分：障害福祉事業                    
   障害者が地域で自立した生活が送れるよう、社会参加の促進や余暇活動を積

極的に支援していく。 
 

１ 障害者ふれあい推進事業 

事業名等 内容 備考 

（1）夏休みふれ

あいサロン 

 市内在住で、特別支援学校及び小中

学校、高等学校に在学中の障害児等を

対象に、身近な地域で楽しく活動でき

る場を提供し、家族による介助等の軽

減、参加する地域の仲間やボランティ

アとの交流を深める。 

学校の夏休み期間中に、

「小学生対象」・「中･高

校生対象」（各 3 回）の

ふれあいサロンを開催

する。 

（2）みんなで 

ＤＯ!スポーツ 

知的障害者を対象に簡単なスポーツ

等を実施し、心身のリフレッシュを図

るとともに、家族の介助等の軽減、学

生ボランティアとの交流を深める。 

年 10 回、毎月第 3 日曜

日（8 月、10 月を除く）

に開催。会場は、大穂体

育館を中心に開催する。 

 

■サービス区分：児童福祉事業                    
   子どもたちが明るく健やかに成長していけるよう、様々な人々との学習や交

流の機会を提供する。 

 

１ 子どもの学習支援事業（市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）子どもの学

習支援事業 

 大穂中学校区の生活困窮世帯等に属

する児童・生徒を対象に、教育の格差

をなくすため、ボランティアの協力を

得て学習支援教室を月 4 回開催する。 

小学 4年～中学 3年の児

童・生徒を対象に算数

（数学）、英語等の学習

支援を行う。 

 

２ 児童ふれあい推進事業 

事業名等 内容 備考 

（1）おもちゃ 

ライブラリー 

 子どもたちやその家族が、おもちゃ

を通して自由に遊ぶこと、また子育て

中の親たちの情報交換の場や、ミニイ

ベントや講習会を通じて交流の機会を

提供する。  

開設日（毎月 2 回） 

・第 2 金曜日 10 時～16 時 

・第 4 土曜日 10 時～12 時 

会場：老人福祉センター

とよさと 

 

 

 

 



 

 

■サービス区分：ボランティアセンター管理運営事業         
   ボランティア活動の拠点として、ボランティア相談受付窓口やグループミー

ティング会場、さらに各種養成講座を開催するなど、多機能ボランティアセン

ターとして社協本部 2 階に開所している。 

 

１ ボランティアセンター管理運営事業（一部市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）ボランティ

アセンター管

理運営 

ボランティアコーディネーターを配

置し、ボランティア登録受付及び需給

調整を行う。 

 ボランティアセンター運営委員会を

年 2 回開催し適切な運営にあたる。 

つくばボランティアセ

ンターに登録の団体・個

人に専用スペースを貸

出しする。 

（2）ボランティ

アセンターの

情報発信 

ホームページ・ボランティアニュー

スにより最新情報を迅速に、かつ多様

な市民に情報提供を行う。 

最新情報を随時更新し、

情報を発信する。 

（3）ボランティ 

ア育成・支援・

研修事業 

・市民ボランティア育成講座 

・青少年ボランティア体験講座 

・高齢者・障害者のためのﾊﾟｿｺﾝ相談 

・ボランティアネットワーク支援 

・福祉移動教室の開催 

ア．各種講座の開催 

イ．ボランティア連絡協

議会への活動支援 

ウ．福祉移動教室 

エ．「ボランティアフェ

スタ in つくば」の開

催 

（4）ボランティ

ア活動基盤整

備事業 

 ボランティア団体活動費の助成・ボ

ランティア活動保険掛金取扱事務・福

祉機材の貸出しを行う。 

団体助成は、1 団体 5 万

円を上限に、総額 60 万

円を限度に助成する。 

（5）災害ボラン

ティアセンタ

ー設置運営訓

練等の実施 

 災害が発生した時に備え、災害ボラ

ンティアセンターが迅速に支援活動を

展開するために、マニュアルに基づき

社協職員が訓練を行う。 

 

 

■サービス区分：共同募金配分金事業                 
  茨城県共同募金会つくば市支会として、募金の使い道や募金額を事前に定め

て、計画募金を実施する。事業計画を明確にし、市民の理解と参加を積極的に

促し、効果的な募金活動及び配分を行う。 

 

１ 一般募金配分金事業 

事業名等 内容 備考 

（1）一般募金配

分事業 

 つくば市社協が地域福祉を推進する

ために実施する、様々な事業へ財源を

充当し、募金を広く市民に還元する。 

平成 29 年度の募金実績

により、県共同募金会か

ら配分される。 



 

 

２ 歳末たすけあい募金助成事業 

事業名等 内容 備考 

（1）歳末たすけ

あい募金助成

事業 

 歳末時期に、支援を必要とする人た

ちが地域で安心して暮らすことができ

るよう、住民の参加や理解を得て様々

な福祉活動を重点的に展開する。 

 支援を必要とする世帯配分に関する

調査・配分は、民生委員の協力を得る。 

ア．歳末地域たすけあい

事業公募助成の実施 

イ．支援を必要とする世

帯等配分事業 

ウ．歳末時期に実施する

本会事業への配分 

エ．配分委員会の開催 

 

■サービス区分：資金貸付事業                    
  生活困窮世帯から寄せられる相談者の自立を図ることを目的に適切な対応に

努め、貸付事業の適正な運営を行う。また、生活福祉資金については、生活困

窮者自立支援法により、自立相談支援機関である市と連携して行う。 

 

１ 小口資金貸付事業 

事業名等 内容 備考 

（1）小口資金貸

付事業 

 緊急に経済的な援護を必要とする生

活困窮世帯を対象に、次の収入までの

「つなぎ資金」として小口資金の貸付

を行い、自立更生が図れるように支援

する。 

ア．少額貸付金：1 万円

以内 

イ．貸付金：3 万円 

（連帯保証人必要） 

ウ．償還金滞納者への督

促（文書、家庭訪問） 

 

２ 生活困窮援助物資支給事業 

事業名等 内容 備考 

（1）生活困窮援

助物資支給事

業 

 所持金のない生活困窮者を対象に、

市民から寄付された食料品や、｢NPO 法

人フードバンク茨城｣から提供を受け

た支援物資等を、生活困窮世帯へ支給

する。 

ア．食料品の支給 

イ．クオカードの支給 

 

３ 茨城県生活福祉資金貸付事業（茨城県社協受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）茨城県生活

福祉資金貸付

事業 

 他の貸付制度が利用できない低所得

世帯や高齢者世帯、障害者のいる世帯

等を対象に、経済的自立と生活の安定

を目指すことを目的として、無利子又

は低利で生活資金の貸付を行う制度の

相談・支援を行う。 

ア．総合支援資金の他、

4 種類の貸付金 

イ．貸付決定機関は、茨

城県社協 

ウ．償還金滞納者への督

促（文書、家庭訪問） 



 

 

■サービス区分：皆川重兵衛福祉基金活用事業             
   遺贈金を原資とした「皆川重兵衛福祉基金」の活用方策及び運用について、

遺贈金活用委員会を設置し、故人の遺志に基づき、事業を実施していく。 

 

１ 児童養護施設等・里親家庭児童入学祝金等支給事業 

事業名等 内容 備考 

（1）児童養護施

設等・里親家

庭児童入学祝

金等支給事業 

 つくば市から児童養護施設・里親家

庭に養育委託されている児童を対象と

して、義務教育修了後に高校・大学・

短期大学・専門学校等に進学する際、

又は卒業後就職を予定している児童に

祝金の支給を行い、児童の健全育成と

社会的自立を支援する。 

1 人につき 20 万円を支

給する。 

 

２ 地域見守りネットワーク事業 

住み慣れた地域で誰もが安心して暮らし続けられるように、地域住民による

助けあい活動や支えあい活動を推進し、地域住民が行政・民間事業所及び福祉

関係者と協力、連携しながら、見守りが必要な方に対し地域で見守ることので

きる仕組みづくりを進める。 

事業名等 内容 備考 

（1）地域の「見

守りチーム」

づくり事業 

地域の実情に合わせて、見守りチー

ムの編成や調整を行う「ふれあい相談

員」を委嘱する。見守りが必要な対象

者に対して、地域住民の協力者からな

る「見守り支援員」等により見守りチ

ームを編成し、必要に応じた声かけや

安否確認などの見守り活動が行われる

ような仕組みづくりを行う。 

ア．「ふれあい相談員」の委嘱 

イ．「見守りチーム」の編成 

ウ．見守り登録者に対する「見守り支

援員」の定期訪問の実施 

エ．見守り必要度の高い登録者への計

画的な見守り訪問の実施 

オ．見守り対象者の課題の深刻化、体

調の悪化等による専門機関との連

携・支援 

ア．ふれあい相談員の研

修と情報交換会を実

施 

イ．地区別懇談会の開催 

ウ．見守り登録者の推進

と見守りチームづく

り 

エ．地域住民による「さ

りげない見守り活動」

の推進 

（2）地域見守り

ネットワーク

組織化事業 

ア．「地域見守りネットワーク会議」の開催 

イ．地域の実情に応じた単位（区会や

自治会、地域別）での情報交換会の

開催 

 



ウ．「地域の絆フォーラム」の開催 

（3）地域の絆づ

くり支援事業 

 （助成事業） 

小学校区単位の組織が地域における

支えあい活動を推進するため、関係者

が参加する会議等を自主的に開催する

等、地域課題の解決に向けた活動を支

援するために助成する。 

ア．地域ネットワーク組織づくり事業 

イ．地域ふれあい交流事業 

ウ．ミニふれあいサロン事業 

 

 

３ 生活困窮世帯子ども支援事業 

事業名等 内容 備考 

（1）生活困窮世

帯子ども支援

事業 

 市内に居住する経済的理由等によ

り、生活に困窮している世帯に属する

児童を対象に、就学や自立支援に必要

な経費を支給する。 

 主に、市子育て相談室等で抱えてい

るケースを支援する。 

1 世帯につき 10 万円を

上限に、必要な経費を支

給する。 

 

■拠点区分：介護保険事業 

■サービス区分：介護保険事業                    
  介護保険制度のもとで、指定居宅サービス事業所として指定を受け、介護支

援専門員・訪問介護員等が、要支援及び要介護の認定を受けた方に対し、適切

な在宅サービスを提供していく。 

 

１ 居宅介護支援事業 

事業名等 内容 備考 

（1）居宅介護支

援事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 在宅の要支援者や要介護者からの依頼

を受け、介護支援専門員（ケアマネジャ

ー）がその心身の状況や置かれている環

境、本人や家族の意向などを踏まえ、利

用する介護サービス（介護予防サービス）

等の種類、内容などを定めたサービス計

画を作成し、その計画に基づいた適切な

サービス提供がされるよう、事業者や関

係機関との連絡調整を行う。 

また、特定事業所加算算定事業所とし

て、地域包括支援センターと連携しなが

ら、困難ケース等の対応にあたっている。 

ア．「居宅介護支援事業

所連絡会」や「主任

介護支援専門員連絡

会」等の運営に協力

するとともに、関係

機関とのネットワー

ク形成に努める。 

イ．介護支援専門員の

更新研修、外部研修

への参加 

ウ．「介護支援専門員実

務研修」の実習生受

入れ 

エ.(新)人事評価の実施 

 



 

２ 訪問介護事業 

事業名等 内容 備考 

（1）訪問介護

事業 

 訪問介護員（ホームヘルパー）を派遣

し、利用者がその居宅において可能な限

り自立し、日常生活を営むことができる

ように、入浴や排泄・食事等の介助、調

理や洗濯、掃除等の生活の援助を行う。 

 平成 30 年度からは、介護保険法の改正

に伴い、要支援認定利用者については、

「介護予防・日常生活支援総合事業

（総合事業）」でのサービス提供となる。 

ア．訪問介護員の研修

への参加 

イ．ヘルパー会議等の

開催 

ウ．(新)人事評価の実施 

エ．処遇改善交付金の

申請 

 

■拠点区分：障害福祉サービス事業 

■サービス区分：障害福祉サービス事業                

   障害者総合支援法のもとで、指定障害福祉サービス事業者として、障害福祉

サービスの支給決定を受けた方に対し、地域で自立した生活ができるよう相談

支援や家事、介護などの日常生活支援のためのサービス提供をしていく。 

 

１ 障害者ホームヘルプサービス事業 

事業名等 内容 備考 

（1）障害者ホー

ムヘルプサー

ビス事業 

 訪問介護員（ホームヘルパー）を派遣

し、利用者がその居宅において可能な限

り自立し、日常生活を営むことができる

ように、入浴や排泄・食事等の介助、調

理や洗濯、掃除等の生活の援助を行う。 

ア．訪問介護員の研修

への参加 

イ．ヘルパー会議等の

開催 

ウ．(新)人事評価の実施 

 

２ 障害者相談支援事業 

事業名等 内容 備考 

（1）障害者相談

支援事業 

 

 

 

 

 

 障害（児）者及びその家族からの相談

に応じ、障害福祉サービスの利用援助や

各種社会資源の活用支援、専門機関の紹

介等を通じ利用者の自立した生活を支

援する。 

  

ア．障害（児）者に関

する総合相談の実施 

イ．サービス利用計画

作成とモニタリング 

ウ．障害支援区分認定

調査の実施 

エ．「自立支援懇談会」

の運営協力 

オ．「障害福祉サービス

事業所連絡会」等を

通じた、関係機関と

のネットワークの形

成 



 

■事業区分：公益事業 ■拠点区分：受託事業 

■サービス区分：受託事業                      
 

１ 住民参加型福祉サービス拡大事業（市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）つくばさわ

やかサービス

事業 

 

 高齢者、障害者、疾病等の事情によ

り日常生活に支援が必要な方に対し、

住民の助けあいにより、家事援助など

のサービスを提供することにより、在

宅福祉の増進を図る。 

ア．協力会員派遣調整 

イ．協力会員研修会・情報交換会の開

催 

地域で生活する住民同

士の助けあい活動を支

援する。 

ア．年会費 1,000 円 

（利用会員のみ） 

イ．利用料 1 時間 800 円

※他に交通費実費 

 

２ 福祉相談事業（市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）福祉相談事   

業 

市民の抱える様々な生活・福祉課題

に対して、専門職等が相談に応じる。 

各相談は事前予約制で、相談料は無料 

相談内容 実施回数 専門職名 

福祉法律相談 月 3 回 弁護士 

財産・相続相談 月 1 回 司法書士 

子育て・子ども

の悩み相談 

年 28回 学識経験

者 
 

ア．相談日 

福祉法律相談 

（毎月第 2･3･4 木曜日 

 14：00～16：00） 

財産・相続相談 

（毎月第 3 水曜日 

 14：00～16：00） 

子育て・子どもの悩み相談

（毎月第 1・3・5 金曜日 

 13：00～16：10） 

イ．会場：社協本部 

 

３ 健康福祉祭いばらきねんりんスポーツ大会運営事業（市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）いばらきね

んりんスポー

ツ大会の開催 

 上部大会である「いばらきねんりん

スポーツ大会」のつくば市代表の選考

会を兼ねて、ゲートボール／ペタンク

／輪投げ／グラウンドゴルフの４種目

を愛好する高齢者の大会「つくば市大

会」を開催する。 

 

ア．グラウンドゴルフ予

選会（北部・南部） 

イ．ゲートボール／ペタ

ンク／輪投げの上位

２チーム、グラウンド

ゴルフの上位 10 名ま

でを県大会へ推薦す

る。 

 

 

 



 

４ 高齢者生きがい活動支援事業（市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）シルバーク

ラブの育成支

援 

 高齢者が住み慣れた地域で生きがい

をもって健やかに過ごすためのコミュ

ニティであるシルバークラブの支援を

する。 

ア．市シルバークラブ連合会の運営・

事業実施の支援 

イ．各地区シルバークラブ連合会の運

営・事業実施の支援 

ウ．単位シルバークラブの育成・支援 

連合会及び単位シルバ

ークラブの運営及び事

業実施を、年間を通じて

支援する。 

（2）シルバーク

ラブ大会の開

催 

 シルバークラブ会員が一堂に会し、

シルバークラブ活動における情報交換

や活動活性化につながる講演及び活動

功労者への表彰を行う。 

7 月上旬開催予定 

[第 12 回つくば市社協

会長顕彰式]と共催 

（3）高齢者生き

生きまつりの

開催 

障害（児）者や高齢者、児童及びボ

ランティア団体が協力して、スポーツ

やレクリエーション活動を行うと共

に、創意工夫を凝らして制作した手作

り品の展示販売を行うことにより、社

会参加への意欲や生きがいの創出に寄

与する。 

おひさまサンサン事業

との共催 

 

５ 介護予防事業（市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）介護予防事

業「こころと

からだの健康

教室」の開催 

 介護保険法の改正により、新総合事

業における介護予防教室を開催する。

第 1 号被保険者を対象に、認知症予防、

栄養改善、口腔機能の向上などのプロ

グラムを実施し、筋力アップや介護予

防、閉じこもり予防などの支援を行う。 

ア．年間 3 クール開催 

1 クールを全 10 回の

プログラム 

イ．市内 5 会場で実施  

 

６ 高齢者いきいきサロン事業（市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）高齢者いき

いきサロン事

業 

 概ね 60 歳以上の市民を対象に、仲間

づくりや生きがい活動を見つけてもら

えるよう市内 4 ケ所の会場で、歌やフ

ラダンス、体操等の誰もが自由に参加

できるサロンを開催する。 

 依頼により、地域への出前サロン（出

前講座）も開催する。 

ア．会場ああああああ  

･老人福祉センターと

よさと 

･市民研修センター 

･茎崎農村高齢者交流

センター 

･大穂交流センター 

イ．年間 276 回開催予定 



 

７ 奉仕員養成事業（市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）手話講座  聴覚障害者の生活及び関連する福祉

制度についての理解と認識を深めると

ともに、手話で日常会話を行う技術の

習得を図る。 

入門コース・基礎コース

の開催、1 回 2 時間（全

30 回） 

（2）要約筆記 

（ﾊﾟｿｺﾝ）講座 

 聴覚障害者、とりわけ中途失聴・難

聴者の生活及び関連する福祉制度等に

ついての理解と認識を深めるととも

に、要約筆記を行う技術の習得を図る。 

1 回 3 時間（全 10 回、

現場実習 1 回） 

（3）音訳（中級）

講座 

 視覚に障害がある方に対しての理解

並びにサービス技術を学び、地域での

ボランティア活動の人材育成と音訳

（朗読）を行う知識と技術の習得を図る。 

1 回 2 時間（全 10 回） 

（4）点訳（中級）

講座 

 視覚に障害がある方に対しての理解

並びに点訳技術を学び、地域でのボラ

ンティア活動の人材育成と点訳を行う

知識と技術の習得を図る。 

1 回 2 時間（全 10 回） 

 

８ おひさまサンサンフェスティバル事業（市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）おひさまサ

ンサン事業 

 障害（児）者や高齢者、児童及びボ

ランティア団体が協力して、スポーツ

やレクリエーション活動を行うと共

に、創意工夫を凝らして制作した手作

り品の展示販売を行うことにより、社

会参加への意欲や生きがいの創出に寄

与する。 

高齢者生き生きまつり

との共催 

 

９ 「市議会だより」朗読広報事業（市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）「市議会だ

より」朗読広

報事業 

 市内の視覚障害者への情報保障とし

て、市政情報や身近な生活情報を発信す

る「市議会だより」の朗読版を、ボ

ランティアの協力により作成、配付する。 

年 4 回発行で、市内の

視覚障害者の希望者に

郵送する。 

 

10 「広報つくば」朗読広報事業（市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）「広報つく

ば」朗読広報事

業 

 市内の視覚障害者への情報保障とし

て、市政情報や身近な生活情報を発信

する「広報つくば」の朗読版を、ボラ

年 12 回発行で、市内の

視覚障害者の希望者に

郵送する。 



ンティアの協力により作成、配付する。 

11 チャレンジアートフェスティバル事業（市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）第 18 回チ

ャレンジアー

トフェスティ

バル in つくば 

 障害者が制作した絵画や造形物等の

作品展示及びダンスや太鼓演奏・演劇

などの舞台発表を障害のある方から、

すべての人に向けて発信するイベント

を開催する。 

ア．舞台発表：つくばカ

ピオホール（1 日間） 

イ．作品展示：県つくば

美術館（6 日間） 

ウ．実行委員会の開催 

 

12 子育てサポートサービス事業（市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）つくば子育

てサポートサ

ービス事業 

 地域において子育ての支援を受けた

い方と行いたい方が会員になり、乳幼

児の保育や送迎、産後の家事援助等、

子育てアドバイザーを設置して調整を

行い、会員相互の助けあい活動を推進

する。 

ア．会員登録受付 

イ．サポート調整業務 

ウ．「センターだより」

等の発行 

エ．基礎研修やフォロー

アップ研修会の開催 

 

13 包括的支援事業（市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

地域包括支援

センター事業 

 地域住民の保健医療の向上及び福祉

の増進を包括的に支援することを目的

に、本会は有資格者による人的資源（正

規職員 3 名）を市直営センターに提供

し、市内全域を対象に、包括的支援事

業の業務の役割を担っていく。 

（人員配置） 

社会福祉士、主任介護支

援専門員、地域ケアコー

ディネーターを各 1 名、

生活支援コーディネー

ター（兼務）を配置 

（1）総合相談 市内の高齢者やその家族等からの様々な相談を受け、生活課

題を把握し、適切なサービスにつなげるなど必要な援助を行

う。 

（2）権利擁護  成年後見制度の利用支援など、高齢者本人の権利行使を支援

する。また、高齢者虐待や消費者被害などの権利侵害の予防・

解消に努める。 

（3）包括的継続

的ケアマネジ

メント 

 高齢者の状態の変化に対応して、適切な保健・医療・福祉サ

ービスが受けられるよう地域における様々な社会資源との連

携・活用支援などを行う。 

（4）生活支援体

制整備事業 

高齢者をはじめ、住民が担い手として参加する住民主体の活

動や、NPO やボランティアなどの多様な主体による多様なサー

ビスの提供体制を構築する。また、互助を基本とした高齢者を

支える地域の支え合いの体制づくりを推進する。 

（5）地域ケア会

議推進事業 

多職種が協働して高齢者等の個別課題の解決に向けた協議

を行い、介護支援専門員の自立支援に資するケアマネジメント

支援を行う。また、個別課題検討の積み重ねから地域課題を見



出し、必要な資源開発や地域づくり、政策形成につなげる。 

14 介護支援ボランティア育成事業（市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）げんき応援

ポイント 

（介護支援ボ

ランティア制

度） 

 市内に住所を有する 65 歳以上の方

で、要支援・要介護認定を受けていな

い方を対象に、介護支援ボランティア

活動を通じて地域貢献することを奨励

支援し、高齢者自身の社会参加活動を

通した介護予防を推進する。 

 本会は、ボランティア登録受付・手

帳交付・心構え研修・マッチング・ポ

イント転換時の交付申請・ボランティ

ア受入施設との調整業務を行う。 

ア．活動場所 

 市が指定した市内の

介護保険等施設 

イ．活動内容 

 レクリエーション等

の指導・話し相手・行

事の手伝い 

ウ．交付金は、活動実績

を評価した上で、ポイ

ントを付与し、翌年市

がポイントを換金し

た交付金（上限 5 千

円）を交付する。 

 

15 茎崎地域包括支援センター事業（市受託事業）平成 29 年 10 月 1 日開所 

事業名等 内容 備考 

 茎崎地域包括支

援センター事

業 

 茎崎圏域内の高齢者やその家族等地

域住民の心身の健康の保持及び生活の

安定のために、必要な援助を行う。そ

の人らしい生活が継続できるよう様々

な社会資源を活用し、必要に応じ包括

的・継続的な支援を行う。 

(人員配置) 

社会福祉士、主任介護支

援専門員、経験のある看

護師を各 1 名、非常勤介

護支援専門員、事務職

（兼務）を配置 

(1) 総合相談 茎崎圏域の高齢者やその家族等からの様々な相談を受け、生

活課題を把握し、適切なサービスにつなげるなど必要な援助を

行う。 

（2）権利擁護  市地域包括支援課とともに高齢者虐待防止や早期発見・早期

対応、消費者被害の防止、成年後見制度の案内など必要な権利

擁護のための支援を行う。 

（3）介護予防ケ

アマネジメン

ト 

 圏域内の要支援認定を受けた高齢者等が要介護状態となる

ことを予防するために、各種介護予防サービス等のケアマネジ

メント業務を行う。 

（4）包括的継続

的ケアマネジ

メント 

 高齢者の状態の変化に対応して、適切な保健・医療・福祉サ

ービスが受けられるよう地域における様々な社会資源との連

携・活用支援などを行う。 

（5）茎崎圏域ケ

ア会議 

 市地域包括支援課とともに、個別ケースの事例検討を行い、

介護支援専門員をはじめ、地域の関係者との連携・資質向上の

場となるよう努める。（2 ヶ月に 1 回の開催） 

 
 



 

16 【新規】生活支援サポーター養成講座事業（市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）生活支援サ

ポーター養成

講座 

 日常生活総合事業における訪問型サ

ービス事業及び通所型サービス事業へ

の就業又は協力を希望、検討している

方を対象に介護の基本的な知識や技術

を習得する養成講座を実施する。 

全 5 日間（施設実習を 2

日含む）を年度内 2 回実

施する。 

 

17 【新規】成年後見制度推進事業（市受託事業） 

事業名等 内容 備考 

（1）成年後見制

度利用相談及

び申立支援業

務 

 成年後見制度の利用に関する相談に

対して、親族申立時の書類の揃え方な

ど具体的なアドバイスを行う。 

ア．時期：平成 30 年 10

月開設予定 

イ．人員配置：専門員 1 

 名、支援員 1 名 

ウ．専門委員会（受任審

査会）の開催 

エ．日常生活自立支援事

業と連携した切れ目

のない権利擁護の実

施 

（2）法人後見人

受任業務 

 家庭裁判所からの選任により、自然

人でない法人が後見人等を受任する。

また、事例により法人後見監督業務を

実施する。 

（3）成年後見制

度啓発業務 

 つくば市の権利擁護担当機関との連

携を強化する。地域の勉強会や各種研

修会などに出向き、成年後見制度の仕

組み等をわかりやすく説明する。また、

市民向け講演会等を企画実施する。 

 

■事業区分：収益事業 ■拠点区分：収益事業 

■サービス区分：指定管理者                     
  指定管理者として 4 期目の指定（平成 30 年度から平成 34 年度まで：5 年間）

を受け、つくば市民の生涯学習の施設として、子どもから高齢者における学習

機会を提供すると共に、サークル活動等の場として利用者の交流や生きがい活

動を支援する。 

 

１ つくば市市民研修センター管理経営 

事業名等 内容 備考 

（1）管理経営  指定管理者として、市民サービスの

向上を図るとともに、広く市民から利

用され、地域に拓かれた施設になるよ

う、管理業務を行う。休館日は年末年

始（12 月 29 日から 1 月 3 日）、臨時休

館日（定期清掃等）としている。 

ア．利用団体懇談会の開

催 

イ．センター運営委員会

の開催（2 回） 

ウ．利用者アンケートの

実施 

（2）研修室の貸

出し 

 研修室 4 ヵ所（6 室）を、「午前」「午

後」「夜間」の単位で、市民や団体、企

利用料金は、時間帯・研

修室ごとに設定。 



業へ貸出しを行う。 ※免除制度あり 

事業名等 内容 備考 

（3）浴室の営業  毎日、浴室を午後 1 時から午後 8 時

まで営業する。 
市内に居住する 60 歳以上の方及び学生：無料 

市内に居住する 60 歳未満の方：210 円 

市外に居住する方：520 円 

※免除制度あり 

（4）講座の開講  健康増進のための講座・趣味活動を

提案する講座・子育て中の母親を支援

する講座・高齢者の社会参加を支援す

る講座・地域文化伝承講座を開催する。 

常設講座（前期・夏期・

後期・新春 各７講座） 

特別講座（6 講座） 

（5）イベントの

開催 

ア．春のお花見イベント「さくらまつ

り」を開催 

イ．夏休み子どもイベントの開催 

ウ．利用団体合同発表会の開催 

エ．利用団体懇談会の開催 

ア．「さくらまつり」は、

施設の PR を兼ねて筑

波支部と共催で開催 

イ．利用団体の活動発表

の場として、「利用団

体合同発表会」を開催

する。 

（6）災害対応訓

練・避難訓練

の実施 

 災害時にセンターを利用されている

市民の安全確保を図れるよう、利用団

体も参加して、災害対応・避難訓練を

実施する。 

利用団体懇談会時に実

施 

 

■その他のサービス                           

１ 車いす貸出し事業 

事業名等 内容 備考 

（1）車いす貸出

し事業 

 介護保険制度を利用できない高齢

者、障害者等で、けがや病気等により、

一時的に車いすを必要とする方に対

し、期間を設定して貸出しを行う。 

ア．貸出し期間は原則 3

ヶ月以内 

イ．利用料は無料 

 


